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ピータスソ　 虚構 としてのアボ リジニ女性像

　　　　　　 虚構 としてのアボ リジニ女性像

一20世紀初期の写真絵葉書にみられるイメージの文化人類学的分析1)一

ニ コ ラス ・ピ ー タ ス ン*・(翻 訳)細 川 弘 明**

1.　 は じめに

Ⅱ.絵 葉書大量使用の背景

Ⅲ.母 親としてのアボリジニ女性像

Ⅳ.女 らしさと魅力の欠如というイメージ

V.性 的対象としてのアボリジニ女性像

Ⅵ.　結論

　I.は じ め に

　今世紀はじめの20年 間に,実 に大量の写真絵葉書2)が世界中を流通 した。絵葉書の

この爆発的流行期は,写 真 というものが,真 の意味で商業的かつ通俗的に利用された

最初の機会でもあった。本論文では,こ の時期の絵葉書にあらわれるアボ リジニ女性

のイメージの分析を通 じて,ア ボリジニ女性に対する当時の 【ヨーロッパ系オース ト

ラリア人社会の1平 均的な態度がどのようなものであったかを明らかにする。

　絵葉書というものは,そ の性質上,誰 の目に触れても差し支えないものでなければ

ならないと同時に,ま た,不 特定多数の買い手の注意をひ く必要 もある。絵(写 真)

がひとめ見て意味の分かるものでなけれぽ,そ の絵葉書はあま り売れない。 これに加

えて,た いていの絵葉書には,ひ とつ,時 には二つの,説 明のための語句(readings)

がついている。ひとつは,発 行者がつける標題(キャプション)で あり,も うひとつ

は,絵 葉書の使用者(発 信者)が 書き添える文面である。この2通 りの情報源により,

個々の写真の意味をめく・る時代背景を理解することが,確 実にではないまでも,容 易

にはなる。そしてまた,写 真そのものが,絵 葉書の流通過程において,ど のように読

*オ ー ス トラ リア 国立 大 学 　 先 史 学 ・人 類 学 科

**東 京 外 国 語 大学 　外 国語 学 部

1)[訳 注]原 題Constructions　 of　Aboriginal　 femininity　 in　early　twentieth　 century　photography.

　 な お,本 文 中,　 【… …】 の部 分 は 訳者 に よ る補 足 で あ る。 訳 出に 際 し,訳 者 の こ まか い質 問 に

　辛 抱 強 く答 え て くだ さ った 著 者 に 感謝 す る。

2)[訳 注]以 下,た ん に 「絵葉 書 」 と和 訳 す るが,本 論 文 で あつ かわ れ る絵 葉 書 の 実 例 の 大 部

　分 は,写 真(な い し手 が きで修 正 をほ ど こ した写 真)を 用 い た絵 葉 書(picture　 cards)で あ る。
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みとられたかを推察する手掛 りとなるのである。

　今 日,絵 葉書を店頭で選ぶ人々の様子を観察しても分かることだが,私 たちが絵葉

書の画像を見るのに費やす時間は,せ いぜい数秒間にすぎない。このことは,分 析方

法の問題につながる。とい うのも,こ こでの 目的は,洗 練された学識と感受性をそな

えた特殊専門的な読み手として画像を解釈することではなく,当 時の絵葉書の買い手

であった普通の人々がこれらの画像からどのようなイメージを受けとったかを解明す

ることにあるからである。人々が絵葉書を選んで買う,と い う簡単な行為の裏にひそ

む社会的な意味というものは,社 会科学者による手間ひま掛けた分析によってのみ解

明され うるものである。 しか し,そ のような分析は,当 時の常識的な理解をこえた深

読みを犯す危険をも孕んでいる。本稿では,画 像が生みだす表面的なイメージから,

なるべ くかけ離れないような分析を試みるつもりである。

　以下,写 真の事例分析にはいる前に,ま ず,絵 葉書が大量使用された背景を概観し,

また,そ れに関連 して,分 析方法上の問題について述べる。次に,個 々の事例を検討

しながら,ま ず,母 親 としてリアボ リジニ女性をめぐる　【ステ レオタイプ化された】

イメージ,つ いで,女 性として,そ してまた性的興味の焦点としてのアボリジニに対

する社会意識を,順 次分析 していく。

Ⅱ.絵 葉書大量使用の背景

　絵葉書がもっとも流行したのは1900年 から1914年 にかけての時期であ り,オ ース ト

ラリアではとりわけ1906年 から1908年 にかけてがピークであった。表1の 統計は,ニ

ューサウスウェールズ州内で投函あるいは受領された絵葉書の数(使 用数)を 示す(こ

れには州外および海外との郵便も含まれている)。1905年 に使用数が急増 しているの

は,郵 便規則の変更にともない,　 吟 日私たちがしているように】宛名書きを絵葉書

片面の半分のスペースに縮め,残 り半分のスペースに文面を書いてもよくなったこと

と関係がある。 これによって,裏 面全体を絵 ・写真が占めることが可能になったので

ある。もっとも使用数が多かった時期,ニ ューサウスウェールズ州では,単 純計算で

いえば,全 人 口ひとりあた り年10通 の割合で絵葉書が使用されたことになる。

　写真を使った絵葉書には2種 類のものがある。ひとつは写真を製版印刷 したもの,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じかや

もうひとつは印画紙に焼 きつけた写真を葉書として直接使用する場合(直 焼 き)で あ

る。印刷ものは,商 業的に発行され,流 通する絵葉書のほとんどを占めた。詳 しい記

録は残っていないが,絵 葉書1種 類あた りの平均的な発行数は約1万 枚ほどだったよ
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表1　 ニューサウスウェールズ州における絵葉書の年次別利用数(1910-1910年)

　 　 および標本資料の年次別分布

年　度

1900

1901

1902

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1910

　使 用 枚 数
(発信数+受 信数)

1,473,410

1,630,490

1,734,340

3,263,264

8,382,282

12,621,096

15,097,710

14,969,312

12,511,546

12,438,544

内　　訳(%)

州　内

85.3

88.4

87」

63.5

60.8

72.6

67.0

61.3

71.5

66.2

他　州

9,9

6.5

6.8

19.8

21.1

16.4

25.4

25.4

16.1

21.3

海 外

4.8

5.1

6.O

l6.8

18.2

10.9

7.5

13.3

12.4

12.6

標　本　数*

印　刷

0

0

1

22

27

16

15

10

12

6

直　焼

0

0

0

0

3

1

3

1

2

2

[資 料]:ニ ュ ーサ ウス ウ ェ ー ル ズ 州 統 計 局 資 料(NSW　 Statistical　 Register,

　 　 　 　Sydney:Goverment　 Printer)に よ る。
*分 析 資 料 と した絵 葉 書 の うち 、 日付 け の 明記 され て い る もの

うである。もっとも,英 国では,特 別人気のある絵葉書が1年 で100万 枚以上売れる

こともあった。

一方,直 焼 き写真による絵葉書は,多 くの場合,ア マチュア写真家たちが自分たち

のとったスナ ップ写真を焼 きつけた印画紙をそのまま絵葉書に転用 したものであっ

た。もっとも,プ ロの写真家たちの中にも,直 焼き写真による絵葉書を作成 ・販売 し

た人々がいないわけではなかった。絵葉書作成にあたっての平均的な焼き増 し枚数が

どれ ぐらいであったかについては,や は り,ほ とんど記録が無いが,ビ クトリア州の

一事例によれば,一 回に200枚 焼 き付けたとい う記録がある。直焼 きものの流通範囲

はきわめて限られたと考えられる。

　印刷ものが,必 ずといっていいほど,標 題を伴 っているのに対 して,直 焼きものに

製作者が標題をつけることは稀であった。さらに重要な差異として,直 焼きものは,

印刷ものにくらべて,総 体 として,ア ボリジニの人々をより好意的に描いたものが多

い。

　本論文の分析対象となる資料は,印 刷 もの絵葉書399枚 と直焼きもの絵葉書160枚 か

らなる。これは,こ の時期に発行された,ア ボリジニを描写 した絵葉書の総体を反映

する資料 としては,無 作為抽出ではないにしても,分 量としては妥当な資料体を構成

するものと思われる。実際のところ,　 【アボ リジニを素材にした】絵葉書が全部でど

れぐらい存在 したのか,そ の数は知るべ くもないのであるが,今 回の調査を通じて,
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異なる種類の絵葉書に遭遇す る頻度か ら経験的に推定する限 り,1900年 から1920年 ま

での時期に出回った絵葉書の うちアボ リジニを素材にしたものは,多 くみても1000種

類以下と考えられる3)。

　今回分析の対象 とした絵葉書(標 本群)の 投函年の分布 とニューサウスウェールズ

全体における絵葉書利用数の年次ごとの盛衰を比べてみると,両 者のあいだに,お お

まかながらも,相 関性を読みとることができる(表1)。 本論文であつか う標本群の

資料としての妥当性は,こ の点でも,あ る程度まで保証されている。

　絵葉書の うち,実 際に郵便葉書として投函されたのは,印 刷 ものでは3分 の1,直

焼きものでは7分 の1に すぎない。多 くの場合,人 々は買った絵葉書をアルバムに直

接貼 りつけるか,あ るいは,一 枚ない し数枚を組みあわせて封筒にいれて親類知人あ

てに発送 した。後老の場合,受 取人は趣味で絵葉書を収集 している人々だったことが,

封入された絵葉書の文面か ら窺える。

　アボ リジニを素材にした絵葉書の約3分 の1(印 刷もので33%,直 焼 きもので31%)

は,女 性を描いたものだった。それらは,子 供を伴 うものもあれば,そ うでないもの

もあった。男性と女性の被写体が(同 じく子供の有無をとわず)混 在する写真は,今

回あつかう資料全体の6割 までを占める。

Ⅲ.毎 親 と して の ア ボ リジ ニ女 性 像

　子連れの女性 を描 いた27点 の絵葉書写真 の うち,そ れが母親 であることを明記 して

あるのがわず か2点 にす ぎない とい うのは,注 目すべ きこ とで ある。第一 の事例では,

標 題に添え られた 【4行 にわた る1解 題の文章 のなか に 「母親」(mother)と い う語が

あ らわ れ る(写 真1)。 標 題 で あ る 「アボ リジニ,彼 らに とって初 め て の写 真」

(Aborigines,　 Their　 First　Photo)と い う表現は,こ の女性 を未開人 と決めつ けるも

のであ るが,そ れ は,彼 女が裸であ ることに よって,一 層強調 され る。第二 の事例 で

は,標 題 に 「お母 さん」(mummy)と い う言 葉が使われて はいる ものの,そ の使 い

方 は曖昧 である(写 真2)。 この絵葉書が直焼 き写真に よるものであるこ とに注意 さ

れた い。写真3,4,5も,明 らかに母子 とおぼ しき被写体 を描 いた直焼 き絵 葉書の例

である。 これ らの写真 では,ア ボ リジニ女性が好意的に描 かれ ている。 と りわけ,写

3)[原 注]な お,資 料のなかには,同 じ種類の絵葉書が異なる使用者によって用いられている

ケースもあるが,今 回の分析では,【 資料体の内訳を算出するにあたって1資 料収集に際して

最初に遭遇 したものを対象とした。 したがって,投 函使用分と未投函分との比率(後 述)も

そのようにして算定した。
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真4の 例では,他 の多 くの場合ではアボ リジニが無名の存在 としてのみ写 され ている

のとは対照 的に,被 写 体の名前が(フ ァース トネ ームだけではあ るが)記 されている。

　 [子連れ女性を被写体 とした絵葉書 の うち】他の例はすべ て印刷 ものであ る。そ の大

半 は好意的 な画像 では あるが,そ の標題 のつ けかたは,「 オース トラリア原住民 の女

と子供」(Australian　 Aboriginal　 Lubra　 and　 Piccaning【sic])(写 真5),「 原住民 の女

と子供」(Lubra　 and　 Picaninny)4)(写 真6),「 原 住民女 と子供,南 オ ース トラ リア州

マ レー河 にて」(Lubra　 and　 Child,　River　 Murray　 S.A.)(写 真8),な どの ように,

漠 然 と した表現 に終始 してい る。印刷 もの絵葉書 の場合,子 連れ アボ リジニ女性 の描

き方 には典型的な2つ の様式があ る。一 方では,女 と子供たちが裸,あ るいはそれに

近 い格好 で写 されている(写 真1,写 真6,写 真7)。 他 方 では,女 は衣服 をま とい,

た いていの場合,子 供を背中におぶ ってい る(写 真5,写 真8)。 裸 の画像 は,育 児

とい う行動 の生物学 的な面 を強調 してい るよ うであ り,そ して,写 真7の 標題 「クイ

ソズ ラン ド北部の原住 民」か らも分か る通 り,大 人 と子供の被写体 を区別せずに 【ひ

っ くるめて原住民,ア ボ リジニとだけ】形容 している。着衣 の画像は,往 々に して,

ア ボ リジニの慣習の奇異な面 を強調 してい る。

　 被写体 が子供を背中に し ょった大人の女たちである場合,そ のイ メージは より社会

的 な性 質をおびることにな る。 この ような写真は,一 方 では,見 る者に とって,人 間

として共通のや さ しさと愛情をただちに喚起す るものではあるが,他 方,女 たちが子

供を背負 っている姿は,あ る種の違和感(disjunction)を ひ きお こす。 とい うのは,

オ ース トラ リアの白人社会では,子 供 を背負 うのは,遊 び,戯 れあ いの方法 として行

われ るのが普通 だか らである。 しか し,こ れ らの写真では,子 供を毛布な どで くるん

で保護 してい ることか ら,こ れが この人 々の通常の子供 の運 びかた であることが読 み

とれ る。 この よ うな 【アボ リジニに とっては ごく当 り前の】子供 の背負い方は,【 白人

に とっては1更 戯 れあい",つ ま り,大 人 が一時的 に幼 くふ るま うような状況を連 想 さ

せ るものであ る。絵葉 書にみ られ るよ うな子供 の背負い方は,大 人 らしい行動ではな

い,と い うことになる。 したが って,外 見か らすれぽ大人であ る被写体 のアボ リジニ

女性た ちは,よ り子供 っぼ く,単 純 で,原 始的 な存在 と してイ メージされ ることにな

る。 この ような感 じ方は,母 親 が背 中に何かを乗 せたままでい る姿勢 が,　 【西欧人に

とっては】なにか駄獣を連想 させるがゆ えに,い っそ う強固な もの となる。

4)[訳 注]ビ キ ニ ニ(pikinini-picaninny,　 piccaningな ど と も綴 られ る)は,も と もと船 乗 り

言 葉 で 現地 の子 供 を 意 味 す る。ポ ル トガ ル語pequeno「 小 さ い」に 由来 す る語 とい われ る。オ ー

ス トラ リア俗 語 と して は,特 に ア ボ リジ ニ の子 供 を さす 場合 が 多い 。
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　 この ように,絵 葉書が生みだすイ メージにおいては,ア ボ リジニ女性の母親 として

の姿が真面 目に受け取 られなかった。 この ことは,ろ うそ くの宣伝用 に印刷 された絵

葉書の事例(写 真6)に 端 的 にみて とることができる。いわ く 「停電 のときはエ レク

トライン 印のろ うそ くを どうぞ!」(in　a　black-out　 use　Electrine　Candles)。 ここでは,

「停電,暗 闇」(black-out)を ア ボ リジニ(blacks)と を だぶ らせ る言葉遊 びに輪 を

かけて,絵 の遊び もみ られる。被写体の女性が下半身に毛皮を まとった様は,あ たか

も溶け落ちた ロウが ロウ ソクの根元 に溜 まったかの ようである。絵葉書 の標題には,

こ の女性 が母親 であることを示すいかな る言葉 もみ られ ない。 この点 は,後 述の よ う

に,[ス テ レオタイプとしての】アボ リジニ女性像 が構築 され る過程 と関連 してい る。

Ⅳ.女 ら しさ と魅 力 の欠 如 とい うイ メ ー ジ

　 「醜い アボ リジニ女性」 とい うテーマは多 くの絵葉書 に通底 してい る。描かれ る姿

は さまざまであるが,共 通 しているのは,ア ボ リジニ女性が,白 人に とっての女 ら し

さの理想にそ ぐわないものと して描 かれ ている点である。 ほ とんどの写真 について言

えることだが,被 写体 とな るアボ リジニは,た いていの場合,当 時,普 通 の白人 が写

真 にあらわれ るときの身な りに比べ て,は るかに粗末 な身 な りで写 されている。それ

だけではな く,ア ボ リジニ女性がパイ プをふか している姿,地 べたに座 っている姿,

ら くだ引 きを務め る姿,あ るいは被写体 の美醜その ものを判定す るための写真 な どが

絵葉書をか ざった。 これ らは明 らかに ヨー ロヅパ流の美 の通念 とは合致 しない女性像

であった。

　年配 のアボ リジニ女性を被写体 とした写真 のほ とん どに,す べ ての アボ リジ ニ女性

がそ うで あるかの ような含みを もつ標題 が与 えられてい る理 由 も,そ のあた りにあ る

と思われ る(写 真9)。 標 題がそ うなっていない場合 でも,絵 葉書 の送 り手が その よ

うな解釈を 明言 している場合があ る。 アボ リジニ女性の容貌 その ものに言及 した事例

が3つ ある。第一の ものは,若 い,非 常に色の黒 いアボ リジニ女性 の肖像を 白い背景

に対照 させ てい る(写 真10)。 標 題 には 「彼女 はめい っぱ い色 白で した」(She　 was

fair,　as　fair　could　be)と あ る。 このあ ざけ るよ うな調子 は,こ の写真が まさに 【ア

ボ リジニは黒 くて醜 い とい う1白 人社会の通念を確認 してい るにす ぎない ことを示 し

てい る。2番 め の例(写 真11)で は標 題に 「土地 の美 人」(ANative　 Beauty)と い

う表現が用 いられているが,こ の絵葉書の差 出人は この標題 を言葉通 りには受 け とっ

ていない。「最近撮影の傑作だ。君 もき っといい写 真だ と思 うにちがい ない(Result
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of　my　 latest　visit　to　photograp-her【sic】.　 Lam　 sure　you　 will　admire　 it)。」 とい う

文面(写 真11)は,も ちろん冗談のつ も りな のだろ う。3番 めの例は,「 オ ース トラ

リア美人 さまざま」(写 真12)と 題 されて いるが,そ こには,「!」 付 きで書 かれ て も

おか しくない ような含みがある。わ ざわ ざ強調 の符 号をつけ るまで もない,と い うこ

とであろ う。

　絵葉書 の標題 では,ア ボ リジ ニの女 たちは,た いてい,「 土 人女(Gins)」,「 原住

民女(Lubras)」,あ るいは単 に 「オース トラ リア原住 民(Australian　 Aboriginals)」

な どと呼ばれ,「 女性」(women)と 書 かれ るこ とは稀 であ った。2例 だけ 「淑女た

ち」(Ladies)と い う表現 を用いた ものがあ るが,い ずれの場合 も,被 写体がいか に

「淑女」か らほ ど遠 いかを強調す るあか らさまな反語 として用 いられ ている(写 真13)。

無 署名 の差 出人が男性 の友人 に書 き送 った文面 にも,「 璽現 地の"淑 女」の反 語性 は明

瞭に示 され ている。

親愛なる ドソへ,

　淋 しがらなくてもいいよ。 ここの裏手には君のお相手が沢山いるんだからね。(1907年 発

信の事例)

　 アボ リジニ女性 に対す る この ような否定的 な態度 は,「 典型的 な光景。 ニ ューサ ウ

ス ウェール ズ原住民 の女 たち と犬」(ATypical　 Scene.　 N.S.W.　 Aboriginal　 Lubras

and　 Dog)と 題 された絵葉書(写 真14)の 標 題その もの,そ して使用者に よる書 きこ

みに も読み とることができる。 この写真では,二 人 のアボ リジニ女性が,樹 を背に し

て,大 きな犬 と並んでカ メラに向か ってい る。標題 のい う 「典型的」 とい うのが具体

的に何を さ しているのかは判然 としないが,女 たちが地面に じかに座 ってい る点,そ

して,彼 女 たち と犬の親密 さを さしてい る可能 性はあ る。 この絵葉書の発信者は次の

ように書 いている。

この土人女たち(gins　 or　Lubras)は ポチャとして可愛いいけど,キ スしてみうと言われ

るとちょっと困るね。こいつらの歯は真珠のように輝か しくて,笑 うとダイヤのようにキ

ラキラするんだけど,そ の笑い方 ときたら凄 じいものさ。 ニューサウスウェールズには野

兎や狐がいるが,見 てのとおり,グ レイハウソドまでいるというわけだ。

この女たちは牧場の下働 きの連中で,牧 場主の奥 さんに言われてお上品な服を着てるんだ

けど,い ったんブッシュに戻れぽ,服 を脱いで木のうろに隠してしまうんだ。そんなふう
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に時たまプッシュに戻るのを大 目にみてやらないと,あ いつらは皆んな牧場から逃げ出し

てしまうだろうね。そういう野蛮な奴らなのさ。

エ ドワー ド王時代5)の 頃 までは,ふ っくらして いる ことは美男美 女の条件 で あった

【STEELE　 l985:218-20】 の で,「 ポチ ャっと可愛 いい」(nice　 and　 fat)と い う表現は,

文 字通 りの好意的 な評価であ って,に わかに皮 肉とは言えないか も しれない。しか し,

「キス してみ うと言われ ると…」と続 く文面か ら,そ の含意は明 白と言 うべ き澄 ろ う。

彼女 たちの真珠の よ うに輝か しい歯は,笑 うとき しか見えないけれ ど,「 その笑い方

ときた ら凄 じい」 とい うわけであ る。 これには,ア ボ リジニの女た ちは感情 ・欲望表

現 の抑制に乏 しい,と い う意 味が込め られている。 これは,後 に挙げ る事例で も見 ら

れ る ように,彼 女た ちが性的に放漫 であ るとする通念 につなが る見方に他な らない。

彼女 たちの服装 が 「お上品」(like　tofs)だ と言 うのは,も ちろん椰i喩である。彼 女

たちの身 な りが貴婦人 のよ うであ って も,そ の本性 はまった く異なる,と 決めつけ ら

れ る。 お里に帰れ ぽ彼女た ちはす ぐ裸 にな り,そ の人 間 らしさの度合 いは犬並み と看

倣 され るか らである。 この よ うに,文 面の冒頭にあるよ うな好感の もてる 「女性」 と

い うイ メージとは裏腹 な外見 と行動 と本性が,あ か らさまに述べ られ のである。

　　1女性 のイ メージに】違和感を抱かせ るよ うに,よ り巧妙な工夫を こらしているの

が,写 真15に 示す横顔 のポー トレー ト写真であ る。被写体は,ほ とん どヨー ロヅパ人

に近い顔 だちの女性 である。 この女性 は魅力的で若 々しいが,口 に唖えたパイ プは,

彼 女の女 らしくない野卑 な習癖を強調 し,こ の絵葉書を手 に とって見 る人 々に違和感

を抱かせ る効果が ある。「タイヤ ーズ湖地方 のキテ ィー」(Kitty,　 of　Lake　 Tyers)と

い う題 のついた例(写 真16)で は,違 和感 を しくむ意図が もっと明瞭に読み とれ る。

めず らしく被写体 の個人名 を明記 しているのは,彼 女の顔 が毛深 いので,被 写体が男

か女か 【ヨーロッパ人には】分か りに くいせ いか も しれない。 【ヨー ロヅパ人 が この写

真をみて受け る印象を】決定 づけ るよ うに強調 されてい るのは,彼 女が 目を細 め,下

くちび るを突 き出 しているこ とにも窺 える ような,反 抗的で刺 々 しい 目付 きである。

　 上にみて きた よ うな様 々な含意は,ア ボ リジニ女性を描いた写真のほ とん どに潜伏

してい る。画像その ものには っき りと読み とれ ない まで も,写 真 の標題をみれば,そ

こに ど うい う態度が潜んでいたか,ほ とん どの場合,明 白である。その ことを象徴す

るのが写真17の 例であ る。 この写真が印象的 なのは,当 時の もの としては極めて珍 し

5)[訳 注]19世 紀 中頃から20世 紀初頭までにかけての 「裕福さ」を重視する世相をさす。エ ド

ワー ド7世 の在位期間にちなんでこのように表現される。
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く,本 当のスナ ップ写真(snapshot)で あ って,被 写体の現 実の動 きが感 じられるせ

い もある。堂 々と歩 く若い女性が,カ メラのほ うに体 をむけ てい る。標題 には 「カル

グー リの くろんぼ娘」(Nigger　 Girl,　Kalgoorlie)と あ るが,こ の よ うな語句 は,当 時

です ら,十 分に侮蔑的 なものだ ったのである。

　次に挙げ る[写 真ではな く絵に よる】絵葉書(写 真18)に は,こ の よ うな一連の社

会意識 が明白にみ うけ られ る。当然 なが ら,画 像の構成要素すべ てを完全に コソ トロー

ル しうる とい う点で,描 画 は事物を写真 よ りも意図的に描 きだす傾向がある。そのた

め,描 画は往 々に して,特 定 の社会意識 の原型を示す ことが ある。 この 「ジンを水割

りで」(Gin　 and　 Water)6)と い う題の絵葉書(写 真18)は 【アボ リジニに対す る当時

の】 社会意識 のい くつか と見事 に符合す る。まず,酒 を連想 させ る語呂あわせの標題。

アボ リジニの酒飲みをジン の水割 りの消費者 になぞらえることに よって,間 接的 に,

彼 らの社会的地位の低 さが示唆 される7)。 そ して,不 潔で体 など洗わない と信 じられ

ているアボ リジ ニの女 が水につか ってい るとい う意外性。「沐浴 す る美女」(bathing

belle)と い う 【ヨー ロッパ流の】理想像に,明 らかにそ うではない女性をあてはめる

譜誰。 また,描 かれた女が一見 して裸 で泳いでいるのには,控 えめなが ら,性 的な意

味合 いもあ る。アボ リジニ女性たちは,ジン を したたか飲 まされたあげ く,ヨ ーロ ッ

パ人 の男た ち と 更裸 のつ きあい"に 及ぼ されたのであ った8)。 そ して最後に,ジ ンと

い う酒 には 「母親の破滅」(mother'sruin)と い う異名があ ることにひ っかけて,ア

ボ リジ ニ女は母親失格だ とい う通念が また もや顔をのぞかせ る。

V.性 的対象 としての アボ リジニ女性像

　大多数 の絵葉書では,ア ボ リジニ女性が女 ら しさに欠ける もの として描かれ,ま た,

そ の魅 力のなさが含意 されていた。 しか し,一 方 では,明 らかに多 くの人 々の性的 な

興味をか きたてる ような写 真 もまた存在 したのである。 もっとも,ア ボ リジニ女性 と

おおっぴらに付 き合 った り同棲 した りす ることは,ひ ど く蔑 まれ た行為 であ り,「 同

棲野郎」(combo)9)呼 ぽ わ りされ ることは,白 人仲 間からのつまは じきを意味 した。

今世紀のは じめ,ア ボ リジニとの性 交によって性病 が蔓延す るのではないか,と い う

6)[訳 注]ア ボリジニ女を意味する侮蔑語ginと 酒のジンの語呂あわせ。

7)[原 注]イ ギ リスでは,ジン は下層階級の飲む酒とされる。

8)[原 注]ヨ ーロッパ人の男たちは,し ぼしぼ,性 行為と交換に(あ るいは,実 質的にそ うい

う目論見のもとに)ア ボ リジニにジンを飲ませた。

9)[訳 注]ア ボリジニ女性 と暮らす白人男性をさす。
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危惧がひろ まった ことがあ る。 もっとも,感 染経路は,ア ボ リジニではな く,他 の有

色 「劣等」人種だ と一般には信 じられていたのであるが 【EvANs　et　al.1975:353,

362]。 しか し,性 にかかわ る問題 は,【 公の弁論の場 では】ごく注意深 くあつかわねば

な らなか った。 そのため,こ の件に関 して,心 中憂え る人 は多か った として も,公 然

たる議論が沸 きたつ ことはなか ったのであ る　【EvANs　et　al.1975:362】 。 性に まつ

わる議論が当時の ブルジ ョワ誌紙の表面 に出なか ったのに対 して,絵 葉書 として流布

した写真,そ の標題,そ して文面の数 々は,こ の点,は るかに直接的であ った。

　写真19の 絵葉書では,白 人 の男たちがアボ リジニの女たち と写 ってい る。 明 らか に

彼 らは同棲関係 にあるら しい。標題 は 「オ ース トラ リアの内陸奥深 くにて」(In　 the

Far　Interior　of　Australia)。2人 の ヨー ロッパ人男性 がそれぞれ アボ リジニ女性 と並

んでお り,そ れ とは別 にアボ リジニの男たちが3人,背 後にひか えてい るlo)。 この画

像は手描 きで採色 されているため,写 真 とい うよ りも,む しろ水彩画の ように見 える。

これは,写 真を絵 のよ うに見せ るため,つ ま り,こ の 「絵」 が奥地(the　 outback)

の 想 像上 の姿 を描 いている とい う印象を与え るために なされた,お そ ら くは意図的な

処置であ る。 しか し,実 際 には,こ の 「絵」 は リバ モー(W.Livermore)が1890年

にグレン・イニス の西,約50キ ロ11)にあ る レザ ージャケ ッ ト牧場(Leatherj　 acket,あ

る いはBlackfellow　 Ranges)で 撮 影 した写真 を修正加工 した ものなのであ る。 この

写真の標題 が言わ んとす るところは,明 らかである。 アボ リジニとの同棲は,も っぽ

ら 「奥地」の習慣 である。奥地には白人の女がいないので,白 人の男たちは,ア ボ リ

ジニの男たちの妻を横 ど りす るのである。 この写真で注 目すべ き点は,白 人 の男が,

横 に立つアボ リジ ニ女性の肩に腕 をまわ してい る様子 である。 この よ うな しぐさは,

他 ならず,両 者 が うち とけた間柄 にある ことを示す ものである。

　 白人 とアボ リジニの被写体を,両 者 の性的関係を明 らかに語 るよ うな形で呈示 した

写真 の例は,こ の他にひ とつ しかない。それは写真20a-cに 示 す3枚 組絵葉書 の1枚

である。 この組写真の標題か ら,こ れ らが芝居がか った画像 であることは,明 白であ

る。 すなわ ち 「舞踏会 の前」(写 真20a),「 舞 踏会 の後」(写 真20b),そ して 「ママに

きいて」(写 真20c)。 被 写体は,舞 踏会の身仕度を整 えた アボ リジニ女性で ある。髪

を ととのえ,真 珠の首飾 りをつけ,手 袋をはめ,扇 を携え,白 い靴 をは き,そ して手

首にはダ ンス ・カー ドをつる している。3枚 の うち1枚 めの写真 では,彼 女ひ と りが

10)[訳 注]3人 と もい か に もわ ざ と ら しい ポ ー ズ を とって い る こ とに注 意 。

ll)[訳 注]グレン・イニス(Glen　 Innes)は,ニ ューサ ウス ウ ェー ル ズ州,ニ ュ ーイ ン グ ラ ン

　 ド地 方 に あ る町 。19世 紀 中 頃 に 開拓 され た 。
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写 ってお り,い ざ出かけ ようとい うところ。2枚 めには,舞 踏会を終え,物 憂 げにダ

ソス ・カー ドを眺め る彼女 の姿。そ して3枚 めでは,ス ーツを着た,あ きらか に白人

と思われる男が,彼 女 にひ ざまづ き,手 を とって結婚 の申込みを している。前掲の「オー

ス トラ リアの内陸奥深 くにて」(写 真19)が,大 陸の奥地 で実際 におきた事態 を記録

し,い わぽ,人 々にとって周知の ことが らを確認 してい るのに対 し,こ の3枚 組写真

の情景は,い かにもヤラセ じみてお り,　 【白人の男が正装を してアボ リジニ女性 に求

婚す るとい う1当 時 まず有 りえなか った状況を描 いて,滑 稽 さをね らってい る。

　性の相手 として見 られたのは奥地の アボ リジ ニだけではない。す でに ヨーロ ッパ人

女性が定着 していた都市部 で さえ も,ヨ ーロ ッパ人女性がいないか ら,と い う口実が

まか り通 らな くなっていたに も拘わ らず,ア ボ リジニ女性は性 の対 象 とされた。写真

21の 絵葉書では,清 楚な服装 の,髪 もきれいに整 えた2人 のアボ リジニ女性が,小 川

の岸辺 とおぼ しき茂みで ポーズを とってい る。 この写真その ものは好意的な まな ざし

で撮影 された ものであろ うし,彼 女た ちもカメラマ ンに微笑みかけている。 しか し,

この絵葉書には,撮 影 当初の意図がいかに善意に満ちたものであ った として も,そ れ

を台無 しに して しま うよ うな標題 が与 え られた。すなわ ち,「 現地 のお相手(Native

Companions)」 。 この標題 はたち どころに一連の連想を よびお こす。2人 の女性,2

人 の連れ,2人 の接待役,2羽 の足 の長 い鳥12),2人 の女友達,そ して,こ れ らか ら

ただちに連想 され るのは,動 物の王 国を思わせ るよ うな野趣に満ちた性的関係を提供

す る とい う評判の 「現地 のお相手」13)であ る。

　 この野生のセ クシ ュア リテ ィー(untamed　 sexuality)と い うテーマは,ま た別の

事例 で も読み とることができる。そ こでは,野 外を舞 台に,恥 部を隠すだけ の前垂れ

を まとった9人 の女 が被写体 であ る(写 真23)。 彼 女 らが撮影 されたのは,そ の容貌

のためでないことは確 かである。 モデルのひ と りは,ま だ前垂れをつけ る動作 を終 え

ていない ようであ る。 とい うことは,こ の写真が とられる寸前 までは,彼 女 もほか の

女たち も,全 裸 であ った と想像 され る。 それ で,こ の写真を見 る人 々は,こ の女性た

ちと写真家 とのあいだの,写 真撮影に先 だつ 関係性を共有す ることになる14)。 この絵

12)[原 注]Native　 Companionと い うの はBrolgaの 別 名;【 訳 注 】　Brolga(和 名 オ ース トラ リア

　 ヅ ル)は,オ ー ス トラ リア と ニ ュ ー ギ ニ ア に 固 有 の 大 型 の ツ ル(Grus　 rubicundus,　 fam.

　 Gruidae)。 英 語 名 はBrolgaだ が,俗 にNative　 Companionと も呼 ぽれ る。 足 が 細長 い とい う

　 この ツル の特 徴 は,手 足 がす ら りと長 い ア ボ リジ ニの身 体 特 徴 を連 想 させ る。

13)[訳 注]も ち ろ ん,「 現 地 」 で 白人 男性 の 「お 相 手 」 を つ とめ させ られ る ア ボ リジ ニ女 性 を

　 さす 。

14)[訳 注]写 真 家(男 性)と 彼 女 らの あ い だ に性 行 為 が あ っ た とい う意 味 で は な い が,カ メ ラ

　 を 構 え る男 の眼 前 で女 が 一 糸 ま とわ ぬ姿 を さ らす とい う こ とは,そ れ だ け で男 と女 の あ い だ

　 の 性 的 関 係性(セ クシ ュア リテ ィー)を 左 右 す る出来 事 であ る。
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葉書の標題は左右逆さに印刷 されている。それは単なる印刷 ミスかもしれないが,し

かし,そ の内容からすれぽ,こ れは,性 的な興味を皮肉に強調する手法であったかも

しれない。「いやらしいことをお考えでしょうが,残 念でした,こ の娘たちは実は純

真無垢な野生の子供なのです!あ はは」 というわけである。 このように,撮 影者は,

ふ しだらな関係を連想させた責任を免れて,見 る者をひっかけるのである。

　次例の写真は,親 しげな印象をよぶが,標 題がついていない。前出 「境地のお相手」

(写真21)の モ デルのひ と りが,右 腕を頭の後 ろにや るとい う,い か にもあだ っぽい

ポーズを とっている(写 真22)。 見 よ うに よっては,気 があ るよ うな風情(flirtatious)

で もある。腕を頭の後 ろにまわす とい う姿勢を女性 が とるのは,　 【ヨーロヅパの しぐ

さの文化に おいては】 ひ とりき り,あ るいは,ご く親 しい人だけがい る場面 で,頭 を

支えて体 を横たえ るときに見 られ るくらいで ある。 この ような姿勢は,露 出 され ざる

ものを露 出す る,つ ま り,実 際に見 える見えないに拘 わ らず,ワ キの下 と ワキ毛を想

起 させ,さ らには見 る者の連想 を恥部へ と誘 うことにな る。その ことを念押 しす るか

の ように,彼 女 のスカー トには,あ たか も下腹部へ 目をさそ うた めであ るかの よ うに,

シ ダの葉があ しらってある。 この写真が醸 し出す のは,私 的かつ親密な出合 いの雰囲

気であ り,そ れは,野 外 の茂みの中 とい う場面設定に よって,ひ ときわ濃厚 とな る。

そ こでは,見 る者 と見 られ る者 とが,第 三者 の視線を気にせずに 向かいあえ るのであ

る。 この絵葉書を実際に使用 した人 々の文面(2例)も,以 上 の ような分析 と通 じる

内容 とな っている。第一の例 では,育 ちの よさそ うな発信者(女 性)が,葉 書 の写真

そのものには触れ ないまま,題 を書 き加えている。 いわ く 「オ ース トラ リアの麗人」

　 (An　 Australian　 Belle)。 第 二 の例 では,男 性の発信者(チ ャー リー叔父 さん)が,

姪 あてに次の よ うに記 してい る。

親愛なるオリーへ,

こんな叔母さんは欲しくないかい。ダイナ叔母さんというのも悪 くないだろう。彼女はメ

イベルにとてもよく似てると思わないかい。本人にきいてごらん。このお口の小さいとこ

ろが特にね。チャーリー叔父さんより。(ヒ ーズヴィルにて,1913年1月25日)

この葉書の主は,写 真の女性に対する性的興味を隠しきれず,読 み手である自分の姪

に 「こんな叔母さんはどうだい」と訊ねてしまう。それはつま り,彼 がこのアボリジ

ニ女性を妻にするという事態を想像することに他ならない。しかし,そ の ような下品

な含みを意識 し,そ れを自ら否定するかのように,チ ャーリー叔父さんは,被 写体の
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「大 きな 口」 をあざけ るような軽 口を叩いて,つ じつ まを合わせ るのである。

　次の例 もまた特異 で興味深 い。 それは,い ず れ も身な りの整 った3人 のアボ リジニ

女性 と2人 の 白人女性が,野 外の茂みで,樹 の下につ ど う光景 である(写 真24)。 白

人女性のひ と りがアボ リジニ女性 と手をつないでい ること,ま た,別 のアボ リジニ女

性が も うひ と りの白人女性の肩に手 をおいてい ることか ら,彼 女た ちがたがいに親 し

い仲であ ることが明 らか にみて とれ る。異人種 の女性 ど うしの,こ のよ うな親密 で対

等 な関係は,と りわけアボ リジニ女性 の側が 白人 と積極的に交わ ろ うとい う姿勢 をみ

せ る場合 には,白 人女性 をアボ リジニ女性 と同 じ性道徳上 の地位 にお くことになる。

この写真 の標題に 「オース トラ リアの真珠」(Australian　 Pearls)と い う韻をふ んだ

俗語(rhyming　 slang)15)が 用 い られ てい ることは,被 写体 の女 たちの素姓の胡散 臭 さ

を強調 して いる。そ こに込 め られ た皮 肉は,は っき りしてい る。【オース トラ リア固

有の存在 である】 アボ リジニ女性 たちが 「真珠 の ように白い」のであれば,白 人女性

たちは見かけ ほ ど 「白い」存在 ではな くな る。 この絵葉書のあ る使用者は,こ の よう

な含意 を くみ とって,標 題の横に次の如 く書 きそえている。

Pearls(真 珠)

Earls(伯 爵)

Gearls(娘 た ち)

Wenches(卑 女)16)

Tarts(売 女)17)

この写真 の被写体 とな った白人女性のひ と りは,ま た別の写真 に もあ らわれる。 そ こ

では,彼 女 はちゃん と着衣で立 ち,傍 らにはべ る裸 のアボ リジニの女を見おろ してい

る(写 真25)。 そ のアボ リジニ女性は,裸 で,白 人女性を見あげている。写真 の題は,

い み じくも 「白黒 の習作」(AStudy　 in　Black　 and　 White)。 両 者の対照 とい う意味

では,こ の写真 の言わ んとす るところは明 らかである。文 明 と未開,洗 練 と野卑 とい

うわけで ある。 しか し,2人 の女がたがいに微笑んで 目線を交わ してい るさまを見 る

な らぽ,そ こに,こ の白人女性を不道徳な存在 として印象づけ ようとす る意図が ある

15)[訳 注]pearlsは オ ース トラリア俗語でgirlsを 意味する。

16)[原 注]"wench"は 下層階級の娘をさす俗語(PARTRII)GE　 1984を 参照)。 【訳注1転 じて娼婦

　を意味することもある。

17)[原 注]も ともと親 しみをこめて女性をさす言葉だったが,1880年 代以降,語 義が変化 し,

　 1904年 までには,も っぱら不道徳な女性をさす語となっていた 【PARTRIDGE　1984】。【訳注】オー

　ス トラリアでは,通 例,娼 婦をさす。
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ことは,前 出(写 真24)の 場 合ほ ど顕著ではないに しても,明 らかである。

　 アボ リジニの被写体が裸であ ることに どうい う意味があるかは,場 合 に よっては,

議 論 の余地がある。特 に,裸 を もっぱ ら性的興味 とい う面 でのみ解釈すべ きか,そ れ

とも,そ れ以外の要素,あ るいは全 く別 の意味あいがあるのかが問題 となる。今世紀

のは じめあた りか ら,ヨ ー ロッパ系以外の女性が裸の胸 をさら した写 真が出版物に掲

載 され る機会 はかな り多 くな りつつあ った。1903年 に は,『 ナシ ョナル ・ジオ グラフ

ィ ック』誌 が,璽源 住民"の 女性 のあ りのままの写真を掲載す るこ とを,編 集方針 と

して決定 している。ほぼ同 じ頃,ボ ール ドウィン ・スペンサー18)は,そ の初著 『中部

オース トラ リアの原住民諸族 』 【SPENcER　 and　 GILLEN　 l8991に 掲 載予定 の写真 に裸

の女 性が大 勢写 ってい る こ とを,か な り気 に して いたの であ る　【M肌VANEY　 and

CALABY　 1985:179-180】 。 この学術書は多 くの人 の 目にふれ るこ とを前提 に出版 さ

れ るわけではなか ったので,結 局,そ れ らの写真は掲載 されたわけであるが。しか し,

【当時,一 般に1非 ヨー ロッパ人の裸に対 して,強 い性 的な関心があ った ことは,疑 い

えない 【A肌ouLA　 1987】。20世 紀 初頭,胸 をはだけた白人女性の絵葉書 が相 当数流布

したことを別 とすれば,非 ヨー ロッパ系女性 の裸の写真 のほ うが,白 人女性 の裸を う

つ した写真 よ りも,は るかに 自由に出廻 っていたのであ った。

　スペンサー とともに フィール ドワークをおこなったギレン19)も 裸 の アボ リジニ女性

の写真 を数多 く撮 った。彼は,回 想談のなかで,彼 が 自分の家 のメイ ド 【を していた

アボ リジニ女性1に 裸 の写真 を撮 らせて くれ るよ う頼んだ際,い か には っき りと拒絶

されたかを述べてい る[MuLvANEY　 and　CALABy　 1985:116】 。 また,ホーン 調査隊20)

の メ ソパ ーであ った ウィネ ッケ(C.Winnecke)は,スペンサー が彼あてに一連の写

真を送 った際,「 黒 い美神(dusky　 venus)が 写 ってい るのは,た だ の一枚 も」入 っ

ていなか った と言 って憤慨 し,写 真 を選ぶ 目とい うものが全 く欠けている,と スペ ソ

　 　 　 なじ

サ ーを詰 ったのである。 しか し,後 に,ス ペ ンサ ーが追加 の写真を送 ると,ウ ィネ ッ

18)[訳 注]Sir　 Walter　 Baldwin　 Spencer(1860-1929)。 イ ギ リス 出身 の 動 物 学者 ・人類 学 者 ・探

　険 家 。 メル ボ ル ン大学 生 物 学 講 座 の 初 代主 任 教 授 と して 活躍 。1894年 か ら1927年 にか け て オ ー

　 ス トラ リア 中部 と北 部 を 中 心 に,広 範 な 実 地 調 査 を お こ な い,ア ボ リジ ニの 伝 統 生 活 につ い

　 て の数 多 くの写 真 資料 を残 した(WALKER　 and　VANDERwAL　 1987を 参 照)。1929年,南 米,フ

　 エ ゴ島へ の 遠 征 中 に客 死 した 。

19)[訳 注]Frank　 J.　Gillen(1855-1912)。 ア リス ス プ リソ グス の郵 便 局 長 を して い たギレン は,

　 この地 域 の ア ボ リジ ニの 慣 習 に も精 通 して いた 。スペンサー は,ホーン 調 査 隊(後 述)に 参

　 加 した際,ギ レンに 出 合 い,ア ボ リジ ニ の伝 統 生 活 の奥 深 い 豊 さに 開 眼 させ られ る。 それ ま

　 でスペンサー は,ア ボ リジ ニ よ り も,む しろ有 袋 類 の分 類 研 究 に 興 味 を も って いた と いわ れ

　 る。

20)[訳 注]南 オ ース トラ リア の実 業 家ホーン(W.A.　 Horn)の 資 金援 助 に よ り1894年 に 組 織 さ

　 れ た オ ー ス トラ リア中央 部 へ の調 査 隊 。スペンサー は そ の中 心 的 な 役割 を はた した 。
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ケは次の よ うな礼状を出す のであ った。「お送 りいただいた美 しい ビーナス達 の写 真

のおかげで,私 のコ レクシ ョンも大変豊かにな ります。ギレン 君 ときた ら,破 れかけ

の写真(delapidated　 specimens)を,そ れ もほんの少 ししか よこさない ものだか ら」

【Mulvaney　 and　 CALABy　 l985:121】 。

　 この ような性的興味があか らさまに読み とれ る写真 の例 もい くつかある。それ らの

標題や添え られ た文面 も,そ れを補強 している。あ る例 では,標 題に 「ビーナス」 と

い うが用い られ ている(写 真26)。 「アボ リジニの」とい う限定句 がついてい るものの,

この写真が,ア ボ リジニ女性の[性 的な]魅 力を認めた ものであ ることは明 らかであ

る。諸事例中,も っとも扇情的 といえ るもの(写 真27)は,前 出 「オース トラリア美

人」(写 真22)の ヌー ド版 といえる。腕 はふたた び頭 の後 ろに まわ り,胸 が クローズ

ア ップされ,し か も目線は脇 にそれているので,見 る者は安心 して存分に この写真 を

眺めることがで きる。 この類 の写真に対 する人 々の反応は予想 された通 りの ものであ

った。 南オ ース トラ リアの カ ソガル ー石鹸工場(Kangaroo　 Soap　 Works)で 働 く弟

あてに出すのに写真28の 絵葉書を選んだスパイダー夫人は,次 のよ うな文面を した た

めている。

親愛なるジムへ,

この写真の子たち,ど ちらか気に入らないかしら?ウ ォルターはどの子も可愛いって言っ

てるわよ。でも,お 願いだから,髪 をむすんだほ うのメリーちゃん21)はやめといてね。 ま

あ,い いわ。どの子も気に入らないなら,も っと素敵な子を探しといてあげるわね。それ

じゃ。

　絵葉書の使用者たちにはほとんど意識されないことであるが,こ ういった写真の本

質は 【アボ リジニとヨーロッパ人のあいだの1搾 取的な関係にある。例えぽ,写 真29

では,ワンピース の上半身部分がわざとはだけてある。そこに露出しているのは,被

写体のアボ リジニの娘たち と撮影者 との間の地位 ・力関係の大きな落差に他ならな

い。

　 「オース トラ リア美女 の一典型 」(AType　 of　Aboriginal　 Beauty)と 題 された絵

葉書 を送 った某男性 は,標 題 のところに次の ように書 き加えている(写 真30)。

21)[原 注]Maryと い う名 前 は ア ボ リジ ニ の女 を さす 俗 語 と して 用 い られ る。 この葉 書 の原 文

　 でilt　tt　little　Mary"と な って い る。
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ね え,ハ リー,キ ス して よ。

あん た み た い に素 敵 な 男 の 子 は じめ て よ。

そ して,裏 には,以 下の よ うな文面。

親 愛 な るハ リー,

この 絵 葉書 で もみ て元 気 を だ して くれ 。 これ で 君 の 【絵 葉 書 の】コ レク シ ョンに も,オ ース

トラ リア の本 物 が加 わ る とい うわ け だ 。(後 略)

H.G.よ り。

　 こ うい った ヌー ド写真の モデルに,少 なか らぬ場合,ア ボ リジニの老女 が選ぼれて

い ること,ま た,必 ず しも裸の胸が強調 されてい るとは限 らないことか ら考 える と,

場 合に よっては,裸 は必ず しも性的 な連想を惹起す るためでは な く,む しろ,ア ボ リ

ジニの未開さを表現 した ものであるか も しれない。 そ うであれぽ,そ れは,　 1ヨーロ

ッパ人に アボ リジニに対す る】違和感を抱かせ る効果 を もっただ ろ う。年配 の ヨー ロ

ッパ人女性が,た とえぽ写真31の ようなポーズを とることは考 えられない ことである

か ら。

　写真32の 絵葉書 では,パ イ プを くわ えた女が片肌ぬいで写 っている。 ここで興味深

いのは,写 真 その ものよ りも,こ の絵葉書が,シ ドニー在住 のアーサ ーとい う男性に

よって,1913年 に,イ ングランド にいる母親あてに出 され た,と い う事実 である。 こ

れは 自分の母親 に送 る絵葉書 としては奇妙な選択 に思える。 この事例が個人的趣味の

極端な ケースでない とすれば,こ うい うことであろ う。つ ま り,当 時,多 くの人 々は,

ア ボ リジニ女性 を 【ヨーロッパ人女性 とは】完全 に異な った もの として意識 していた。

したが って,そ の裸 は,良 俗を脅かす よ うな ものではなか ったのであ る。少 な くとも,

この送 り手が この写真をいや らしいものと考 えなか った ことだけは,確 か である。

　 アボ リジニ女性 に対す る社会意識 にひそむ根底 的な曖昧 さが,写 真33の 事 例 では,

極 端な形 であ らわれ てい る。上半身はだかの若 い女性 が頭 の上に食料 をのせ る台板を

かかげ,そ こには死 んだ コアラが横たわ ってい る,と い う構図である。標題は 「美味

しい御馳走」(ADainty　 Dish)22)。

22)[訳 注]こ の合成写真をみたヨーロッパ人男性が,コ アラとアボリジニ女性とどちらに食指

　をそそられるか,つ まり,「御馳走」が意味するものは何か,と い う両義性が仕組まれている。

　もちろん,現 実には,コ アラが食用に供されることはない。
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Ⅵ結 論

　今世紀のは じめまでには,先 住民アボリジニは,も はやナース トラリア東部のヨー

ロッパ人社会を脅かす存在ではなくなっていた。実際のところ,大 部分の都市居住者

にとって,ア ボ リジニとい うのは目にふれない存在であったため,す でに当時でさえ,

アボ リジニについての知識は,伝 え聞き,新 聞 ・本,あ るいは絵葉書の写真などを媒

介として,間 接的に得るものでしかなかった。

　絵葉書によって人々のあいだに広 く流布したアボリジニの写真イメージは,当 時の

主要な人類学文献であるスペンサーとギ レン 【SPENcER　and　GILLEN　 1899]や ロウス

【ROTH　1897】 らの大部の報告に掲載された写真イメージとは,き わめて異なるもの

であった。 これ ら人類学の古典的著作では,伝 統文化を維持していた先住民社会の活

動,と りわけ宗教儀礼の記載が中心であった。したが って,人 類学者の報告写真では,

アボ リジニは全裸であることが多く,ま た,ほ とんどの場合,男 性だけ,あ るいは男

女の集団が被写体であった。彼らはヨーロッパ物質文化に由来するものを全 く身につ

けていなかった。これら人類学者の写真が絵葉書 として出廻ることはまず無かったし,

豊かな伝統をほこるアボ リジニ社会がオース トラリアに存続 していることを伝えるよ

うな絵葉書も,当 時,き わめて稀であった。

　人類学者の伝えるイメージが,般古代の"社 会制度の起源,な かでも宗教の起源に

関心をいだく書斎派インテリ たちにもてはやされる一方,一 般社会は絵葉書によるイ

メージをもてはやしていたのである。写真絵葉書が伝えるアボ リジニのイメージは,

アボリジニ社会が活力をもっていることを人々に知らせるとい う役割を果たすことは

ほとんど無かった。む しろ,東 海岸をは じめとする主要都市部の住民の日常体験にね

ざした観念,つ まり,ア ボリジニは死に絶えつつあ り,そ れが証拠に,彼 らの姿はし

だいに見あたらなくなってきた,と いう既成観念を強化する役割を果たしたに違いな

い。この 「見えないアボ リジニ」(invisibility)と い う現象は,1897年 以降,い っそ

う顕著なものとなった。保護干渉主義的な立法措置により,ヨ ーロッパ人が多 く住む

地域周辺のアボリジニは,次 々と保護地へ移動させられたからである。

　 当時の人々が,絵 葉書写真の映像を,ア ボ リジニ社会の没落の証拠と見たことは間

違いない。なにしろアボリジニの陰惨な生活状況を連想させる写真ぼか りだったので

ある。また,当 時流布 していた社会進化論的な思考法が,こ のような理解のしかたを

いっそう促したことも,疑 いえないところである。絵葉書のイメージは,先 住民社会
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が どうしようもな く衰退 してい く証拠写真 として読 まれ ただけでな く,そ の衰退 の理

由を も暗 に説明す るもの として受入れ られたのであ った。

　 アボ リジニの子育ては もっぱ ら生物学 的な行動 と看倣 され,社 会的な活動 としては

評価 され なか った ようである。か くして,ア ボ リジニの人 々は,ち ゃん とした母親 と

しての役割 を果た しえない もの と看倣 され,さ らには,ア ボ リジニの女には一般に愛

情が欠如 している,と い う連想 をもよんだ。 このよ うな先入観 は,ア ボ リジニは整 っ

た家族を もた ない とい う別 の先入観23)と 組合わ さ り,そ の原 因は女性にあ るとい う偏

見 まで生む ことにな った。

　 アボ リジニの家族生活を破壊す る中心的な役割を演 じたのが ヨー ロッパ人の男たち

だ った,と い う点 が,ま った く人 々 の 口にの ぼ らな か った の は,当 時 のThe

Bulletin誌24)の 記 事が指摘す るよ うに 【EvANs　et　aL　 1975:362】,礼 節 ある社会のttた

しなみ"(Good　 taste　in　polite　society)と い うものだ った のだろ うか。 しか し,絵

葉書 とい う大衆的 な空間では,ア ボ リジニ社会 との性的 な関係はは るか に公然 とあつ

かわれ る題材であった。それが,穏 やかに形 をかえて表現 された として も,で ある。

た しかに,ア ボ リジ ニ女性 を撮 った写真 の多 くは,彼 女 らの 「女 ら しさ」の欠如 と 「魅

力」 の無 さを際だたせ ることに よって,ヨ ーロッパ人 とアボ リジニのあいだ に社会的

な距離を創出 ・維持す ることを狙 ったよ うで もある。 しか し,一 方 で,一 部 の写真,

標題 文通の内容 は,ア ボ リジニに対す る強い性 的興味 が潜在 していた ことを暴露 し

ている。

　結論 として,次 の ように言 うことができる。絵 葉書写真 に描かれた アボ リジ ニのイ

メージは,ア ボ リジニ社会に対す る当時 の人 々の見方 ・考 え方を反映す るとともに,

そ れを一層強化す るものでもあ った。それは,ア ボ リジニに対す る苛酷な扱 いを正当

化 し,ま た,そ れにつ いての罪の意識 を軽減す るものであった。 アボ リジニは乱婚的

である と看倣 され た25)ばか りか,ア ボ リジニの女性 とその子供の関係は,「 母子関係」

と呼ぶに値 しない とされた のであ った。 このよ うな見方が,「 アボ リジニの女は醜い」

とい う通念 と組み合わ さった結果,ヨ ー ロッパ人男性に よるアボ リジニ女性 の著 しい

性的搾取 を容認する ような社会的土壌が形成 されたのである。そ して,そ れが また,

23)[訳 注]ア ボリジニの 「家族」をめ ぐる偏見 ・先入観(た とえばアボ リジニが 「乱婚」的だ

　とするイメージ)に ついては,本 稿のもとになった口頭発表論文 【PETERSON　1989】で論 じられ

　ている。ただし,今 回,訳 出にあたっては,そ の部分は原著老によって削除省略された。

24)[訳 注]The　 Bulletinは 現在も続いている週刊新聞。1880年 創 刊。現在とちがって,1900年

　頃は,当 時としては急進的な共和主義 ・自由主義の論調をとる政治 ・社会批判が特徴であっ

　た。

25)[訳 注]注23を 参照。
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当時,ア ボリジニ社会をさらに圧迫 し撹乱する要因となっていった。先住民アボ リジ

ニが当時こうむった問題のほ とんどがヨーロッパ人によってひき起されたものである

ことは,今 となっては,明 白な事実である。しかし,絵 葉書によって広められ強めら

れたような見方や考え方は,当 時の人々をして,あ たかもアボ リジニの側に問題の原

因があったかのように感じさせる作用を発揮 した。その結果,ヨ ーロッパ人とアボ リ

ジニのあいだの搾取的な関係の本質は隠蔽されたのであった。
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